
新たな地域社会を創造する３Ｃ（Challenge・Change・Contribute）人材の養成
－アクティブ・ラーニングの体系化と行動的知性学修評価システムの開発－

行動的知性の獲得
－アクティブ・ナレッジ－

主体的に挑戦し（Challenge）
自らを変え（Change）

社会に貢献（Contribution）

３Ｃ人材の養成

基盤教育の体系化

教養科目
（パッケージ８単位＋自由選択科目６単位）

専
門
導
入
科
目

専門教育科目

内容の共通化とアクティブ・ラーニング化
全員必修・２単位

パッケージ化と行動的知性獲得の均質化
アクティブ・ラーニング：全員必修・２単位
＋講義科目

初期導入科目における
学修プランニングの強化

基
盤
キ
ャ
リ
ア
科
目

英
語

リテラシー科目
（終章学・情報処理・スポーツ）

初期導入科目

地域社会を理解するリテラシー
「終章学総論」アクティブ・ラーニング（必修）

教養科目パッケージ化
アクティブ・
ラーニング科目

講義形式科目（３科目・６単位以上）

１～２科目
（２～４単位）

「里山の生態系と
コミュニティ」

「中山間地域
の社会問題
と地域構造」

「グリーン
ツーリズム入門」

「里山の生物
多様性と鳥獣
被害」

「森林文化論」

ほか
宇都宮大学の特色を持ったテーマ設定

（学際領域・複数分野で構成）

里山の生態系とコミュニティ

とちぎ共生社会と終章学

地域開発と環境問題

持続的発展と開発教育

地域の産業構造とイノベーション

行動的知性要素 論理的
思考力

創造力 協調性 傾聴力 ・・・

里山の生態系と
コミュニティ

○ ○ ○

里山の生物多様性
と鳥獣被害

○ ○ ○

森林文化論 ○

中山間地域の社会
問題と地域構造

○ ○

グリーン
ツーリズム入門

○ ○ ○

○の数の合計 ３ ３ ２ ２ ２

パッケージ内での行動的知性
獲得の一覧

これまでの自由選択から、
パッケージの選択へ移行

パッケージ内での獲得能力
を一覧で示すことにより、
パッケージ間での均質化を
実現する。

アクティブ・ラーニング・チャート

能動的学修技法 技法の概要
論理的
思考力

創造力 協調性 傾聴力 ・・・

プレゼンテーション プレゼンテーションは、特定の課題に対し学
生が事前に調査したものをまとめて発表す
ること。発表の際には・・・

○ ○ ○

ディベート ディベートは、特定課題に対して二手に分か
れ、議論の立正と反論を行う対話型授業。
課題の設定の際に留意すべき点は・・・

○ ○

フィールドワーク テーマに対して現場となるフィールド（対象・
場所）で行う現地体験型授業。多くの場合、
学外の講師により・・・

○ ○ ○

Project Based Learning 授業を通じて、一定の成果物を作り上げる
過程での学びを重視した授業。グループごと
の活動を伴い・・・

○ ○ ○

Problem Based 
Learning

現実の課題を取り上げ、多方面からアプ
ローチすることで、深い洞察を伴うことが期
待される。課題の設定にあたっては・・・

○ ○ ○

ものづくり Project Based Learningの一種。主に工学教

育で先行して実施されてきた。ものづくり体
験を通じて・・・

○ ○ ○

・・・ ○ ○ ○

チャートに基づき、各授業担当者に対し、アンケート形式で行動的知性育成項目を抽
出し、教育プログラムことに一覧にする。

行動的知性養成の

「プラットホーム」としての基盤教育
アクティブ・ラーニングの体系化

宇都宮大学の特色テーマによる
教養科目のパッケージ化と
アクティブ・ラーニングの必修化

Ⅰ

行動的知性能力指標

論理的
思考力

創造力 協調性 傾聴力
言語的
スキル

プレゼン
テーション

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１

論理的思考力
科目Ａ◎ 科目Ｂ◎

科目Ｃ◎

創造力
科目Ａ◎ 科目Ｃ◎

協調性
科目Ｂ◎

傾聴力
科目Ｂ◎ 科目Ａ◎ 科目Ｃ◎

行動的知性ルーブリック

行動的知性ルーブリックに基づく指標化

科目Ａの目標
論理的思考力：レベル３

創造力：レベル４
傾聴力：レベル２

科目Ｂの目標
論理的思考力：レベル２

協調性：レベル３
傾聴力：レベル３

科目Ｃの目標
論理的思考力：レベル２

創造力：レベル３
傾聴力：レベル１

シラバス上の表記（例）
【授業の到達目標】
(1)授業全体を通じて、論理的思考力を養成します。目標レベルは３です。
(2)グループワークを通じて、創造力の伸長を図ります。授業の目標レベルは４です。

【成績評価基準】
○主体的に学ぶ姿勢：３０％（論理的思考力：レベル３）
○協力して課題の克服に向かう能力：４０％（創造力：レベル４、傾聴力レベル２）

「到達目標明示型自己実現学修
システム（既存）」との統合による
多面的・総合的学修成果の認定

学士課程全体を
行動的知性の
観点から体系化・可視化
（基盤教育と専門
教育の融合）

３Ｃ人材に必要な能力を行動的知性
として指標化・ルーブリックに基づく
パフォーマンス評価を導入

アクティブ・ラーニングの体系化

既存カリキュラムに含まれる
アクティブ・ラーニングの抽出

学士課程全体の
質的転換を図り、

エビデンスベースの
教育改革を実現

Ⅴ Ⅳ

Ⅲ
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行動的知性学修評価システム開発


